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　３月１２日（木）、令和７年度方上小学校第１２８回卒業証書授与式を挙行しました。７名のご来賓、
保護者の皆様、在校生代表の５年生、教職員の見守る中、６年生は立派に巣立っていきました。卒業
式当日、６年生は、中学校の制服に身を包み、急に大人びて見えました。練習を重ねるたびに所作が
スムーズになり、堂々とできるようになっていましたが、当日は、今まで最高のできばえでした。自
分にできる力をしっかり出して、式に臨み、心

 に残る卒業式になりました。
　卒業式の中の式辞で、私は、次のような話を

 しました。
　～６年生が入学した頃は、新型コロナウイルス感染
症が発生し、生活が一変した年でした。入学式の次
の日から学校は臨時休業となり、５月下旬になって地
区ごとの分散登校が始まりました。通常通りの登校が
始まったのは、入学式の２か月後、６月８日でした。コ
ロナ禍の生活は、学校の中でも様々な制限がありまし
た。歌うこと、友達と手をつなぐこと、ペアやグループ
で話し合うこと、おしゃべりをしながら給食を食べるこ
となど、それまで当たり前にできていたことができなく
なってしまいました。思ったことや感じたことを素直に
ありのままに表現したい低学年の時期を、我慢や制
限を受けながら過ごしてきたのです。しかし、６年生
は、小学校生活の後半で、思いっきり力いっぱい表
現し、楽しみ、まわりの人にも大きなパワーをくれまし
た。特に、６年生での運動会、徳島県学校ダンス発
表会、１５０周年お祝い会などで、素敵な魅力を発揮
してくれました。 
　 ６年生の皆さんの名前には、家族の人たちの祈り
が込められています。生まれてから今まで、そして、こ
れからもずっと元気でいてほしい、幸せになってほし
いという願いが込められています。それは、となりにい
る友達も、これから出会う全ての人も同じことです。人
をからかって笑ったり、心を傷つけたりすることなく、自
分もまわりの人も大切にできる中学生になってくださ
い。「気付き、考え、行動する」ことを今後も忘れず、
正しいことを進んで実行し、校訓である「敬愛信」、敬
い、愛し、信じる心を大切にする中学生になってくれ
ることを祈っています。～                       
  今日から６年生の教室は、空っぽになってい
て、とてもさみしいです。しかし、１年生から
５年生までの皆さんが、６年生からのバトンを
受け取り、２６名の皆さんの後に続き、方上小
学校の伝統を引き継いでくれるでしょう。ご卒
業、おめでとうございます。中学校での活躍を

 楽しみにしています。
　６年生の保護者の皆様におかれましては、運
動会や方小まつり、愛校作業など、子供たちの
ために様々な活動にご尽力いただきました。６
年間、長きに亘り、学校の教育活動にご理解、

 ご協力をいただき、誠にありがとうございました。
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